
小児がん中央機関からの報告

国立成育医療研究センター　小児がんセンター
松本公一

資料１-１

小児がん中央機関の役割

(1)小児がんに関する相談支援の向上に関する体制整備を行うこ
と。また、小児がん患者・経験者の発達段階に応じた長期的な
支援のあり方について検討すること。 

(2)小児がんに関する情報を収集し、広く国民に提供すること。
(3)全国の小児がんに関する臨床試験の支援を行うこと。
(4)小児がん拠点病院等に対する診断、治療などの診療支援を行う
こと。 

(5)小児がん診療に携わる者の育成に関する国内の体制整備を行う
こと。 

(6)小児がんの登録の体制の整備を行うこと。 
(7)(1)から(6)の業務にあたっては、患者、家族及び外部有職者等に
よる検討を踏まえて行うこと。

H24年９月７日（H26年２月５日最終改正）厚生労働省健康局長通知



(2)小児がんに関する情報を収集し、
広く国民に提供すること。

全国の小児がん診療病院の情報を掲載しました

小児がんセンター　診療施設





一人当たりの在院日数＝
在院延べ日数／患者延べ数

学会登録と情報公開の関係

学会登録 情報公開

135施設

5施設

7施設
14施設

80施設

（16施設が未提出）

血液79例　固形12例

血液185例
固形177例

血液2982例　固形2895例

0例 0例

血液3246例　固形3084例

血液腫瘍疾患で91.9%（2982/3246）
固形腫瘍で93.9%（2895/3084）を捕捉しているものと考えられる

147施設234施設
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情報公開と学会登録の疾患分布差

2072

2586

全体　        2586 vs 2072    1.25倍 

脳脊髄腫瘍　480 vs 309     1.56倍
眼腫瘍             81 vs 50      1.62倍

32.6%

35.9%

18.6%

14.9%

2.4%

3.1%

小児がん医療相談ホットラインを開設しました 

子どもが小児がんと診断された。診断や治療について詳しく知りたい。 
主治医に説明してもらったが、内容が難しく十分に理解できない。 
いま受けている治療が最適なのかどうか知りたい。専門の医師の意見を聞きたい。 
過去に小児がんの治療を受けたが、進学を契機に通院が途絶えてしまった。どこにかかれば良いのか？ 

小児がん　ホットライン 



(3)全国の小児がんに関する臨床試験の支援を行うこと。

(4)小児がん拠点病院等に対する診断、治療などの
診療支援を行うこと。
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休日/連休前時間外緊急検査の実施による
拠点病院等の診断支援

当センターでは、可能な限り時間外の中央診断依頼にも対応し、週末直前（金曜夜間等）の近隣拠点病院
における緊急入院患者や大型連休中（年末年始、GW）の国内各施設の入院患者の中央診を行っている呼
吸不全を伴い、早急に診断を確定し、治療開始が必要な場合など迅速な診断確定を行い、数字上には現れ
にくいが、拠点病院や基幹病院などの小児がんの質の高い診療に対し診断支援を行うことで貢献している



(5)小児がん診療に携わる者の育成に関する
国内の体制整備を行うこと。

2017.12.2  造血細胞移植チーム研修①



2017.12.2  造血細胞移植チーム研修②

2016.2.13  小児脳腫瘍多職種チーム研修
2016.11.5  長期フォローアップチーム研修
2017.12.2  造血細胞移植チーム研修

小児がん中央機関が開催した「チーム研修」

これらの研修は、同様のプログラムを地域ブロック単位で
小児がん診療病院向けに開催していただくことを想定

その場合には、開催費用などの問題がある



(6)小児がんの登録の体制の整備を行うこと

・国立がん研究センターからの2016年発症分院内がん登録データ
の提供を待機中

・成育で作成する報告書の内容の原案作成

・院内がん登録小児がん特異的追加項目候補案作成

・SEERに基づく小児がん/AYA世代の疾患分類表の作成　
　　　
・小児血液・がん学会/小児外科学会/小児固形腫瘍観察研究の統合
オンライン入力システム
　　　　　　　　入力項目確定，詳細設計中
　　　　　　　　登録病名へのICD-O-3病名コード付与

現在の進捗状況



 成育で作成する報告書の内容（案）

1)小児・AYAの疾患の頻度のまとめ
  ・SEERの小児がん分類表とAYAがん分類表による疾患一覧表（疾患・性別・年齢・都道府県別集計）
2)発生部位の検討
   ・疾患別部位コード症例数、部位コード別組織分類名集計
3)患者住所と診療施設所在地
   ・診断時患者住所/施設住所の表（全体・年齢階級別）
4)自施設診療の実態
   ・診断/治療場所（自施設/他施設）の疾患別，年齢別，地域別集計
5)病名告知を疾患別，年齢別，地域別に集計（470：病名告知）
6)治療内容
   ・「外科治療」，「放射線療法」，「化学療法」の自施設実施状況の疾患・部位・年齢・地域別集計　
　・「鏡視下治療」，「内視鏡治療」，「内分泌療法」の実施数の年齢，疾患別集計
　・「経過観察のみ」の疾患，年齢，地域別集計
　・「切除度」の主要疾患別，部位別，地域別集計
　・「症状緩和的治療」の主要疾患別，年齢別，地域別集計

院内がん登録の小児がん特異的追加項目候補（案）
・「発症日」 、「症状」（選択式）、「（初発時）他施設紹介」、「基礎疾患の有無」、
「造血幹細胞移植施行の有無」、「その他の治療」の内容（テキスト入力）、
「紹介元」，「紹介先施設」

今後とも、小児がん拠点病院・中央機関事業
にご協力のほどお願いいたします


